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総務委員会会議録 

 

令和６年１２月１２日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時１９分閉議（実時間１２９分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１３３号・令和６年度八代市一般会

計補正予算・第１１号（関係分） 

１．議案第１５７号・令和６年度八代市一般会

計補正予算・第１２号（関係分） 

１．議案第１４０号・専決処分の報告及びその

承認について（令和６年度八代市一般会計

補正予算・第１０号（関係分）） 

１．議案第１４１号・熊本県市町村総合事務組

合の共同処理する事務の変更及び規約の一

部変更について 

１．議案第１５２号・刑法等の一部を改正する

法律の施行に伴う関係条例の整理に関する

条例の制定について 

１．議案第１５３号・八代市犯罪被害者等支援

条例の制定について 

１．議案第１６５号・八代市長等の給与に関す

る条例の一部改正について 

１．議案第１６６号・八代市一般職の職員の給

与に関する条例等の一部改正について 

１．所管事務調査 

 ・行財政の運営に関する諸問題の調査 

 ・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調

査 

 （令和７年度当初予算編成方針について） 

 （第２次八代市協働のまちづくり推進計画

（案）について） 

 （八代市市民課窓口業務の民間委託につい

て） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  中 村 和 美 君 

副委員長  谷 川   登 君 

委  員  太 田 広 則 君 

委  員  髙 山 正 夫 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  百 田   隆 君 

委  員  山 本 敬 晃 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 財務部長       松 川 由 美 君 

  財務部次長     加 来 康 弘 君 

  理事兼財政課長   吉 永 千 寿 君 

  財産経営課長    塩 塚 将 朗 君 

 総務企画部 

  デジタル推進課長  上 野   信 君 

  文書統計課長    福 田 裕 之 君 

 市長公室 

  人事課長補佐    西 村 裕 昭 君 

 市民環境部 
 
  市民環境部次長兼 
   
  人権政策課長    吉 井 光 博 君 
   
  （人権啓発センター所長兼務） 
 
 
  市民活動政策課長 
            長 舩 征 洋 君 
  （消費生活センター所長兼務） 
 

  市民課長      相 澤   誠 君 

                              

○記録担当書記     小 谷   匠 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（中村和美君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）それでは、定刻となり、定足数に達しま

したので、ただいまから総務委員会を開会いた

します。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付
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してあります付託表のとおりであります。な

お、令和２年７月豪雨並びに企業誘致用地及び

新八代駅周辺整備に関連する予算、事件、条例

案等につきましては、特別委員会に付託となり

ますので、御承知おき願います。 

                              

◎議案第１３３号・令和６年度八代市一般会計

補正予算・第１１号（関係分） 

○委員長（中村和美君） 最初に予算議案の審

査に入ります。 

 まず、議案第１３３号・令和６年度八代市一

般会計補正予算・第１１号中、当委員会関係分

を議題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳入等及び歳出の第２款・総務

費、第１１款・公債費について、財務部から説

明願います。 

○財務部長（松川由美君） 皆様、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）財務部でございます。本日はよろしくお

願いいたします。 

 それでは、まず、ただいま御案内のありまし

た予算議案、議案第１３３号・令和６年度八代

市一般会計補正予算・第１１号中、総務委員会

関係分について、財務部、加来次長が説明いた

しますので、御審議方よろしくお願いいたしま

す。 

 また、その後、引き続き、議案第１５７号・

令和６年度八代市一般会計補正予算・第１２号

について、御審議いただくことになりますけれ

ども、本議案につきましては、総務委員会関係

分として、第１款・議会費につきましても、併

せて財務部次長が説明いたしますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○財務部次長（加来康弘君） 皆様、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）財務部の加来でございます。よろしく

お願いいたします。失礼しまして、着座にて説

明させていただきます。 

 議案第１３３号・令和６年度八代市一般会計

補正予算・第１１号をお願いいたします。 

 １ページをお願いします。 

 まず、第１条、歳入歳出予算の総額でござい

ますが、歳入歳出それぞれ５億７９８０万円を

追加し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ７２

０億１３６０万円としております。 

 第２条で繰越明許費の補正を、第３条で債務

負担行為の補正を、第４条で地方債の補正をお

願いしておりますが、内容につきましては、４

ページ以降の表で説明いたします。 

 それでは、４ページをお願いいたします。 

 まず、第２表、繰越明許費補正でございま

す。これは、本年度内の完了が見込めない事業

について、繰越明許費の設定を行っておりま

す。 

 表の上段から、款４・衛生費、項２・生活環

境費の清掃センター解体事業７億６２０９万８

０００円は、本補正予算成立後に契約変更を行

いますが、ヒ素検出に伴う土壌撤去と処分場ま

での運搬作業に３か月程度必要であり、工期を

延長するため、年度内の完了が見込めないこと

から繰り越すものでございます。 

 次の款５・農林水産業費、項１・農業費のう

ち、非補助土地改良融資事業７７０万円は、仮

設道路設置用に借地予定の農地で農作業の遅れ

が生じ、借用時期がずれ込んだことにより、次

の市内一円土地改良整備事業２４０万円は、硴

江地区の用水機場の更新で、半導体のほか樹

脂、金属等の資材の供給不足により、ポンプ操

作制御盤の納期遅延が生じたことにより、次の

農業水路等長寿命化・防災減災事業６１６０万

円は、令和６年７月５日の事業承認後の工事発

注で、十分な工期の確保ができないことによ

り、次の土地改良施設突発事故復旧事業２億７

８００万円は、令和６年１０月８日の事業承認

後の工事発注で、受注生産の部品もあり十分な

工期の確保ができないことにより、それぞれ年
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度内完了が困難なことから繰り越すものでござ

います。 

 次の款７・土木費、項２・道路橋梁費のう

ち、道路維持事業２１１３万６０００円は、前

川右岸堤防線に係るもので、県の事業計画変更

に合わせて整備路線を調整したことにより、次

の市内一円道路改良事業２億７９４７万円は、

竜西幹２号線など１１路線に係るもので、国や

県の計画変更や隣接農地の農繁期との調整、あ

るいは、地権者との交渉難航などによる着手時

期の遅れなどにより、次の橋梁長寿命化修繕事

業８７６８万円は、内田旧県道線２号橋など１

２橋に係るもので、出水期を避けて工事着手時

期を調整したことで、工期の確保が困難とな

り、年度内完了が困難になったことから、それ

ぞれ繰り越すものでございます。 

 ５ページをお願いします。 

 項３・河川費のうち、土砂災害危険住宅移転

促進事業２２０万７０００円は、移転先の１年

間の家賃補助で、家賃支払いが完了する令和７

年度の支払いとなることにより、次の輪中堤内

水対策整備事業（豪雨災害）９４４万９０００

円は、国が整備する袈裟堂川排水機場の詳細設

計が完了していないことにより、年度内完了が

困難となったことから、それぞれ繰り越すもの

でございます。 

 次の項５・都市計画費のうち、都市計画法関

係事務事業１６４８万９０００円は、用途地域

見直しの検討の中で、将来交通量など広域調整

や、地区計画の検討に不測の日程を要したこと

により、西片西宮線道路整備事業９３９４万８

０００円は、建物移転に遅れが生じたことに伴

い、埋蔵文化財調査等の着手が遅れたことによ

り、八千把地区土地区画整理事業８７２０万円

は、道路築造工事が下水道工事と同時施工の箇

所は、下水道工事完了後の着手となることによ

り、それぞれ、年度内完了が困難なことから繰

り越すものでございます。 

 次の款１０・災害復旧費、項１・農林水産業

施設災害復旧費のうち、林道施設災害復旧事業

８４８３万１０００円は、林道菊池人吉線など

２路線に係るもので、市で施工中の他の災害復

旧工事の完了予定が令和７年３月となり、その

後の着工予定であることや、本補正予算成立後

に着手する必要があることなどにより、次の林

道施設災害復旧事業（豪雨災害）２億８０００

万円は、林道瀬戸石線３号など８路線に係るも

ので、国・県との計画協議に不測の日数を要し

たほか、入札不調による発注の遅れなどによ

り、年度内の完了が困難なことから、それぞれ

繰り越すものでございます。 

 次の項２・公共土木施設災害復旧費の道路橋

梁施設災害復旧事業３４２６万円は、南川内線

など２路線に係るもので、災害査定後に発注す

る必要があることや、本補正予算成立後に着手

する必要があることにより、年度内の完了が困

難なことから、それぞれ繰り越すものでござい

ます。 

 ６ページをお願いします。 

 第３表、債務負担行為補正でございますが、

１、追加で、１項目めから下から２つ目までの

８件につきましては、指定管理者への委託を行

うもので、１項目めの八代市泉地域福祉センタ

ー等福祉施設管理運営委託は、委託先が社会福

祉法人八代市社会福祉協議会で、期間を令和６

年度から令和９年度まで、限度額を９３８０万

７０００円としております。 

 次のやつしろハーモニーホール管理運営委託

は、委託先が一般社団法人八代弘済会で、令和

６年度から令和１１年度まで、限度額を１億２

５６０万円としております。 

 次の八代市こいこい広場管理運営委託は、委

託先がまちなか活性化協議会で、令和６年度か

ら令和９年度まで、限度額を２４万６０００円

としております。 

 次の八代市日奈久温泉施設管理運営委託は、
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委託先が一般社団法人八代弘済会で、令和６年

度から令和９年度まで、限度額を７１７６万円

としております。 

 次の八代市日奈久観光交流施設管理運営委託

は、委託先が一般社団法人ＤＭＯやつしろで、

令和６年度から令和１１年度まで、限度額を４

３５０万円としております。 

 次の八代市産地形成促進施設東陽交流センタ

ー「せせらぎ」及び八代市農林産物等直売施設

「菜摘館」管理運営委託は、委託先が株式会社

東陽地区ふるさと公社で、令和６年度から令和

９年度まで、限度額を８２３８万円としており

ます。 

 次の八代市五家荘観光施設管理運営委託は、

委託先が一般社団法人五家荘地域プロジェクト

で、令和６年度から令和９年度まで、限度額を

４９１９万８０００円としております。 

 次の八代市立図書館管理運営委託は、委託先

がＴＲＣグループ共同企業体で、令和６年度か

ら令和１１年度まで、限度額を６億９２０８万

円としております。 

 次に、ページの一番下から１０ページの表の

最後までの債務負担行為追加４４件につきまし

ては、年度当初から履行を開始しなければ支障

を来すおそれのある事務や、来年度以降の事業

工程に合わせ今年度から着手する必要がある事

業について、債務負担行為の設定を行うもの

で、期間をおおむね令和６年度から令和７年度

までとしておりますけれども、複数年の契約に

係るものにつきましては、契約期間に応じた期

間で設定しております。 

 それでは、例年にない案件の主なものを説明

いたします。 

 ７ページの一番下、泉支所移転関係備品購入

経費の限度額２４０万円の設定は、令和７年７

月の移転完了に間に合うよう設定するものでご

ざいます。 

 ８ページに移りまして、２行目の金剛コミュ

ニティセンター建替工事基本設計・実施設計・

造成設計業務委託の限度額４３４８万９０００

円の設定は、令和７年度の下半期予定の造成工

事や、令和８年度から予定の建築工事に向けて

準備するものでございます。 

 ９ページに移りまして、下から２行目でござ

いますが、学校情報教育システムリース経費

（第２系統）の限度額９３４４万９０００円の

設定は、令和７年８月でシステムの更新を迎え

るため、夏休み期間中に入替えができるよう準

備するものでございます。 

 その下の学校施設トイレ改修工事の限度額８

億９７８４万２０００円の設定は、小学校７校

と中学校６校の合計１３校のトイレ洋式化改修

で、令和７年度をもって、洋式化率を９９.

１％まで向上させるよう準備するものでござい

ます。 

 １０ページに移りまして、１行目の教師用教

科書、指導書及びデジタル教科書購入経費の限

度額５７１８万４０００円の設定は、令和７年

度が中学校の教科書改訂の年となるため、教師

用教科書、指導書及びデジタル教科書を購入す

るものであり、本補正予算議決後、事務手続を

進め、来る３月定例会で財産の取得について議

決を得て、新年度１学期から使用できるよう準

備するものでございます。 

 次に、１１ページの債務負担行為の４件でご

ざいますが、いずれも、本市の標準準拠システ

ムへの移行時期が令和７年９月に延期となった

ことに伴い、令和６年度当初予算で計上してい

た経費を減額補正することに併せまして債務負

担行為を補正するものでございます。 

 １つ目の地方公共団体情報システム運用経費

（令和６年度運用開始分）では、期間を１年間

延長して令和７年度から令和１２年度とし、補

正前の限度額１億９１１４万７０００円に８５

０万３０００円を増額し、補正後の限度額を１

億９９６５万円に設定しております。 
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 次からの市県民税・軽自動車税・固定資産税

の納税通知書作成等業務委託では、標準化対応

通知書として増額を見込んでいた分を減額して

おります。 

 次に、１２ページをお願いします。 

 第４表、地方債補正は、変更２件でございま

す。１つ目の清掃センター解体事業は、補正前

の６億３８４０万円に８７５０万円を追加し、

補正後の限度額を７億２５９０万円、次の災害

復旧事業は、補正前の９億５８８０万円に６６

０万円を追加し、９億６５４０万円としており

ます。 

 なお、事業の概要は、後ほど、歳入、款２

２・市債で説明をいたします。 

 続きまして、歳入の内容を説明します。 

 １６ページをお願いします。 

 上段の表、款１１・項１・目１・節１・地方

交付税では、１億９７４７万４０００円を追加

しておりまして、今回の補正予算の一般財源で

ございます。 

 次に、中段の表、款１５・国庫支出金、項

１・国庫負担金、目１・民生費国庫負担金、節

２・児童福祉費負担金で、１億１８９５万４０

００円を追加しております。内訳としまして、

説明欄１行目の子どものための教育・保育給付

交付金１億１５４６万１０００円は、私立保育

所保育事業、施設型給付事業及び地域型保育給

付事業において、運営費の積算根拠となる公定

価格に改定があり、当初の見込みより増加する

給付費に係る国の交付金で、交付率は２分の１

でございます。次に、説明欄２行目の児童入所

施設措置費負担金３４９万３０００円は、母子

生活支援施設入所措置事業において施設利用者

が当初見込みより多かったことにより増加した

措置費に係る国の負担金で、交付率は２分の１

でございます。 

 次の目３・災害復旧費国庫負担金、節１・公

共土木施設災害復旧費負担金で、６６７万円を

追加しております。これは令和６年８月の台風

１０号で被災した五家荘～椎葉線４か所のうち

１か所分の土砂撤去費用に係る国の負担金で、

交付率は１０分の６.６７でございます。 

 次に、下段の表、項２・国庫補助金、目２・

民生費国庫補助金、節１・社会福祉費補助金

で、障害者総合支援事業費補助金２６万４００

０円を追加しております。これは、障害児通所

サービス受給者や多子軽減受給者の受給者証

が、令和７年４月から表示変更されることに伴

うシステム改修経費に係る国の補助金で、補助

率は２分の１でございます。 

 １７ページをお願いします。 

 上段の表、款１６・県支出金、項１・県負担

金、目１・民生費県負担金、節２・児童福祉費

負担金で３５２１万５０００円を追加しており

ます。内訳としまして、説明欄１行目、子ども

のための教育・保育給付費負担金３３４６万９

０００円は、先ほど国庫支出金で説明しました

私立保育所保育事業など３事業における給付費

増加分に係る県負担金で、交付率は４分の１で

ございます。説明欄２行目の児童入所施設措置

費負担金１７４万６０００円は、先ほど国庫支

出金で説明しました母子生活支援施設入所措置

事業における措置費の増加分に係る県負担金

で、交付率は４分の１でございます。 

 次に、中段の表、項２・県補助金、目２・民

生費県補助金、節２・児童福祉費補助金で、地

方単独費用補助金８２万６０００円を追加して

おります。これは、先ほど国庫支出金で説明し

ました、施設型給付事業における措置費の増加

分に係る県補助金で、補助率は２分の１でござ

います。 

 次の目３・衛生費県補助金、節１・保健衛生

費補助金で、熊本県妊婦に対する遠方の分娩取

扱施設への交通費及び宿泊費補助金８万１００

０円を追加しております。これは、遠方の分娩

施設で出産予定の妊婦に対して、当該施設まで
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の移動にかかる交通費及び宿泊費に対する県の

補助金で、補助率は４分の３でございます。 

 次の目４・農林水産業費県補助金、節１・農

業費補助金で、いぐさ・畳表生産体制強化支援

対策事業補助金５９７万３０００円を追加して

おります。これは、農業者や農業団体等が、機

械化による省力化や製品の品質向上を図り、イ

グサ産地の生産体制の強化に取り組むための機

械導入等経費に対する県の補助金で、補助率は

１０分の１０でございます。 

 次の目８・災害復旧費県補助金、節１・農林

水産業施設災害復旧費補助金で、林道施設災害

復旧事業費補助金６９５万５０００円を追加し

ております。これは、６月から７月の梅雨前線

豪雨で被災した東陽町の池ノ原走水線の復旧工

事費に係る県の補助金で、補助率は１０分の

６.５でございます。 

 次に、下段の表、款２０・項１・目１・節

１・繰越金で、２億４２８６万６０００円を追

加しております。これは、今回の補正予算の一

般財源でございます。 

 １８ページをお願いします。 

 上段の表、款２１・諸収入、項４・目５・節

８・雑入は、１億２９５７万８０００円を減額

しております。説明欄１行目のデジタル基盤改

革支援補助金１億４６８９万９０００円の減額

は、本市の標準準拠システムの移行時期の延期

に伴い、令和６年度当初予算で計上していた補

助金を減額するものでございます。２行目の地

域介護・福祉空間整備等交付金返還金８２９万

円は、過年度の国県支出金等の精算に伴い、超

過交付分が事業者から返還されるものでござい

ます。３行目の消防施設再建補償金９０３万１

０００円は、坂本町の宅地かさ上げに伴う消防

施設の撤去に対する補償金でございます。 

 次に、下段の表、款２２・項１・市債、目

３・衛生債、節２・生活環境債で、清掃センタ

ー解体事業８７５０万円を追加しております。

これは、令和５年度から実施中の清掃センター

解体工事において、土壌から基準を超えるヒ素

が検出されたために行う土壌の撤去及び処分に

かかる経費の一部に充てるもので、充当率９

５％の合併特例債でございます。 

 次の目９・災害復旧債、節１・農林水産業施

設災害復旧債で、林道施設災害復旧事業３３０

万円を追加しております。これは、先ほど県支

出金で申しました、東陽町の池ノ原走水線の復

旧工事に要する経費の一部に充てるもので、充

当率９０％の補助災害復旧事業債でございま

す。次の節２・公共土木施設災害復旧債で、道

路橋梁施設災害復旧事業３３０万円を追加して

おります。これは、先ほど国庫支出金で申しま

した、五家荘～椎葉線の土砂撤去に要する経費

に充てるもので、充当率１００％の補助災害復

旧事業債でございます。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 続きまして、１９ページをお願いします。 

 歳出でございます。 

 上段の表、款２・総務費、項１・総務管理

費、目３・会計管理費は、会計管理事務事業と

して７１０万６０００円を減額しております。

これは、標準準拠システムの移行時期が令和７

年９月に延期になったことに伴い、当初予算で

計上していたシステム改修経費を減額するもの

でございます。 

 次の目６・情報推進費は、基幹システム運用

事業として１億５３０４万７０００円を減額し

ております。こちらも、本市の標準準拠システ

ムの移行時期の延期に伴い、令和６年度当初予

算で計上していたシステム標準化業務委託など

を減額補正するものでございます。補正の内訳

でございますが、まず、節１２・委託料１億５

６２０万８０００円の減額の内訳は、標準準拠

システム移行業務委託で１億５０９９万４００

０円の減額、ガバメントクラウドの運用管理補

助委託５２１万４０００円の減額でございま
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す。次に、節１３・使用料及び賃借料３１６万

１０００円の増額の内訳は、標準準拠システム

使用料が１６６７万２０００円の減額となる一

方で、これまで契約していた既存システムを延

長して使用するため、１９８３万３０００円を

増額しております。 

 次の目１１・諸費の２億５１１５万６０００

円の追加は、過年度の国県支出金の精算に伴

い、超過交付分を返還するものでございます。

主なものは、新型コロナウイルス感染症ワクチ

ン接種関係で６４２５万１０００円、保育分野

の施設型給付費関係で４７０１万９０００円、

生活保護費関係で２７０６万１０００円などで

ございます。 

 ページが飛びまして、２４ページをお願いし

ます。 

 下段の表、款１１・項１・公債費、目１・元

金は、長期債償還元金事業として、１億６１６

９万４０００円増額しております。これは、当

初予算積算時の集計に一部、計上漏れがあり、

元金が不足するため、補正するものでございま

す。 

 次の目２・利子は、長期債償還利子事業とし

て、８２１万５０００円減額しております。こ

れは、当初予算積算時に見込んでいた、新たに

借入する市債の利率が想定よりも低かったこと

などから、利子総額が減少することとなったも

のでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 歳入のところで市債の

関係で、清掃センター解体事業で市債９５％と

いうような話がありました。これ、合併特例債

でというような、対応という話だったんですけ

れども、現状、その合併特例債の今の状況につ

いてお知らせいただければというふうに思うん

ですけれど。 

○理事兼財政課長（吉永千寿君） おはようご

ざいます。財政課、吉永です。（｢おはようご

ざいます」と呼ぶ者あり）合併特例債の現状と

いうことでお答えいたします。 

 この１２月補正で８７５０万円追加していま

すけれども、これで、予算ベースも含めまして

３８１億３０００万円ぐらいの累計発行額にな

ります。可能限度額が４０１億円ありましたの

で、９５％ぐらいまで来ると。残り５％が約２

０億４０００万円ぐらい残がある状況でござい

ます。 

 以上でございます。（委員野﨑伸也君「分か

りました。ありがとうございます」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 基幹システムのやつの

関係なんですけど、こちらが、既存システムの

使用料ということで、延期になった分、また払

わんばいかんというような話だったと思うとで

すけれども、これは、来年度で終わりだったで

すかね。延長ですか。もう１回ちょっと確認し

たいんですけれども。 

○デジタル推進課長（上野 信君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）デジタル推進課、上野でございます。 

 お尋ねのシステムの移行についてでございま

すが、標準化に移行する２０業務につきまして

は、令和７年度中ということで、来年度に移行

する予定にしております。 

 あと、２０のうちの３業務につきましては、

移行が少し難しくなっておりまして、これは、

今、遅延の申出をデジタル庁にしているところ

でございます。 

 以上です。（委員野﨑伸也君「分かりまし

た。ありがとうございます」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１３３号・令和６年度八代市一般会計

補正予算・第１１号中、当委員会関係分につい

ては、原案のとおりに決するに賛成の方の挙手

を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１５７号・令和６年度八代市一般会計

補正予算・第１２号（関係分） 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１５７

号・令和６年度八代市一般会計補正予算・第１

２号中、当委員会関係分を議題とし、説明を求

めます。 

 それでは、歳入等及び歳出の第１款・議会

費、第２款・総務費について、総務部から説明

願います。 

○財務部次長（加来康弘君） 財務部の加来で

ございます。引き続きよろしくお願いいたしま

す。失礼しまして、着座にて説明させていただ

きます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○財務部次長（加来康弘君） それでは、議案

第１５７号・令和６年度八代市一般会計補正予

算・第１２号をお願いいたします。 

 補正予算書の１ページをお願いします。 

 第１条の歳入歳出予算の総額でございます

が、歳入歳出それぞれ２億４２２０万円を追加

し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ７２２億

５５８０万円としております。 

 また、第２条で繰越明許費の補正をお願いし

ておりますが、内容につきましては、４ページ

をお願いいたします。 

 下段の表の第２表、繰越明許費補正でござい

ます。 

 款７・土木費、項１・土木管理費の民間建築

物耐震化促進事業は、後ほど歳入で説明します

が、民間建築物の耐震改修経費の一部を本市が

補助するもので、本補正予算成立後の着手とな

ること、年度末までに事業完了するには期間が

短く、完了期限を翌年度まで延長することか

ら、耐震診断業務委託料及び耐震工事補助金で

合計４２７万５０００円の繰越明許費を設定す

るものです。 

 それでは、まず、歳入を説明いたします。 

 ８ページをお願いします。 

 上段の表、款１１・項１・目１・節１・地方

交付税では、２億３７１７万５０００円を追加

しておりまして、今回の補正予算の一般財源で

ございます。 

 中段の表、款１５・国庫支出金、項２・国庫

補助金、目４・土木費国庫補助金、節４・住宅

費補助金で、１７５万５０００円を追加してお

ります。これは、今年１月の能登半島地震にお

ける甚大な被害状況を踏まえて熊本県が創設し

た戸建て木造住宅耐震改修等緊急促進事業を利

用して、耐震改修等に要する経費の一部を本市

が補助する民間建築物耐震化促進事業に係る国

の補助金で、補助率は３分の１から２分の１で

ございます。 

 下段の表、款１６・県支出金、項２・県補助

金、目５・土木費県補助金、節３・住宅費補助

金で、１３２万２０００円を追加しておりま

す。これは、ただいま国庫支出金で説明しまし

た、本市が実施する民間建築物耐震化促進事業

に係る県の補助金で、補助率は４分の１から３

分の１でございます。 

 ９ページをお願いします。 

 上段の表、款１９・繰入金、項１・基金繰入

金、目１２・節１・平成２８年熊本地震復興基
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金繰入金で、１４４万８０００円を追加してお

ります。こちらも、ただいま説明しました民間

建築物耐震化促進事業の一般財源に充てるた

め、平成２８年熊本地震復興基金から繰り入れ

るものでございます。 

 次に、下段の表、款２１・諸収入、項４・目

５・節８・雑入で、５０万円を追加しておりま

す。これは、地域農業の経営を承継した後継者

が、経営発展に関する計画に基づき行う取組の

経費の一部を補助する経営継承・発展支援事業

に係る一般社団法人全国農業会議所からの補助

金で、補助率は２分の１でございます。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 今回の補正予算の議会費及び総務費の歳出

で、当委員会でお諮りしますのは、人件費の補

正でございます。別に配付しております資料

で、右肩に議案第１５７号関係資料と記載され

ている資料を使って説明いたします。 

 今回の人件費の補正は、人事院勧告に伴う給

与改定分の補正と人事異動等に伴う増減分の補

正を行うものでございます。なお、給与改定に

つきましては、給与及び期末勤勉手当ともに３

年連続の引上げの実施となっております。 

 まず、給与表につきましては、水準を平均

３.０％引き上げるものでございます。これ

は、若年層に重点を置いた引上げ改定となって

おり、この改定による引上げ対象者は、全会計

で一般職１１６６人、会計年度任用職員５３６

人となっております。 

 次に、期末勤勉手当につきましては、年間支

給月数を４.５０月から４.６０月へプラス０.

１０月引き上げるものでございます。 

 そのほか、給与改定以外の補正の主な要因と

しましては、人事異動等による給料、諸手当の

増減による影響分、育児休業及び退職による影

響分、共済組合負担金の率改定による影響分に

よるものでございます。 

 当初予算におきましては、人件費を計上する

ときは、当初予算編成時点の職員を基に積算し

ております。しかし、翌年４月１日の人事異動

に伴う職員配置の変更により、給料の高い職員

と給料の低い職員の入れ替わりなどがあります

ので、毎年度１２月に人事異動等に伴う人件費

の補正を行っております。 

 それでは、補正予算書の１０ページをお願い

します。 

 上段の表、款１・項１・目１・議会費では、

議員２７人、職員１１人、会計年度任用職員２

人分の補正として、１０６万５０００円を減額

しております。減額の理由としましては、人事

異動等による減額が給与改定による増額を上回

ったことが主なものでございます。 

 次に、下段の表ですが、ここからは総務費で

ございます。項１・総務管理費、目１・一般管

理費では、特別職２人、一般職２１２人、会計

年度任用職員４９人分の補正として、７１９８

万４０００円を増額しております。増額の理由

としましては、人事異動・給与改定による影響

のほか、水防業務及び入札・契約業務での時間

外勤務手当の増額、基幹システム運用業務での

時間外勤務手当の補正が主なものでございま

す。 

 次の目２・文書広報費では、会計年度任用職

員２人分の補正として、５８万１０００円を増

額しております。増額の理由は、給与改定によ

る影響でございます。 

 １１ページをお願いします。 

 上段の表、１つ目の目４・財産管理費では、

職員９人分、会計年度任用職員２人分の補正と

して、４７４万１０００円を減額しておりま

す。減額の理由としましては、人事異動等によ

る減額が給与改定による増額を上回ったことが

主なものでございます。 

 次に、目５・企画費では、会計年度任用職員

３人分の補正として、６５万６０００円を増額
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しております。増額の理由は、給与改定による

影響でございます。 

 次に、目７・交通防犯対策費では、職員３人

分、会計年度任用職員２人分の補正として、４

１８万３０００円を減額しております。減額の

理由としましては、人事異動等による減額が給

与改定による増額を上回ったことが主なもので

ございます。 

 次に、目８・人権啓発費では、職員１１人、

会計年度任用職員５人分の補正として、７００

０円を増額しております。増額の理由としまし

ては、給与改定による影響が主なものでござい

ます。 

 次に、下段の表、項２・徴税費、目１・税務

総務費では、職員７２人の補正として、１７５

８万８０００円を減額しております。減額の理

由は、人事異動等による減額が給与改定による

増額を上回ったことが主なものでございます。 

 次に、目２・賦課徴収費では、会計年度任用

職員８人分の補正として、１６７万１０００円

を増額しております。増額の理由は、給与改定

による影響でございます。 

 １２ページをお願いします。 

 上段の表、項３・目１・戸籍住民基本台帳費

では、職員２８人、会計年度職員２６人分の補

正として、３５６万１０００円を増額しており

ます。増額の理由としましては、給与改定によ

る影響が主なものでございます。 

 次に、中段の表、項４・選挙費、目１・選挙

管理委員会費では、職員６人分の補正として、

７７７万５０００円を増額しております。増額

の理由としましては、人事異動等による影響が

主なものでございます。 

 次に、下段の表、項５・統計調査費、目１・

統計調査総務費では、職員４人分の補正とし

て、３６３万６０００円を増額しております。

増額の理由としましては、人事異動等による影

響が主なものでございます。 

 次に、目２・基幹統計費では、会計年度任用

職員２人分の補正として、６万５０００円を増

額しております。増額の理由は、給与改定によ

る影響でございます。 

 １３ページをお願いします。 

 上段の表、項６・目１・監査委員費では、特

別職１人、職員５人分の補正として、９０万８

０００円を増額しております。増額の理由とし

ましては、人事異動・給与改定による影響が主

なものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。給与改定

の件ですけども、民間との差がというような話

で引き上げますよというようなことでしたけれ

ども、そもそもどれぐらいの差があるのかとい

うことと、今回の引上げによってその差はどれ

ぐらい縮まるのかというのをちょっと教えてく

ださい。 

○人事課長補佐（西村裕昭君） 人事課の西村

と申します。よろしくお願いいたします。 

 委員お尋ねの給料の格差というところなんで

すけれども、人事院勧告でございましたものに

つきましては、民間の給与が４１万６５６１

円、国家公務員の給与が４０万５３７８円とい

うところで、差額が１万１１８３円、２.７

６％になっております。人事院勧告に基づきま

して八代市の給与を改定しますならばですね、

説明にもございましたとおり、平均で３％程度

改善というところで、国が示したところと同じ

ような引上げになっているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。ありが

とうございました。 
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 あと、もう１点なんですけど、給与と期末勤

勉手当のその引上げの平均額というのは幾らに

なるんですか。 

○人事課長補佐（西村裕昭君） 平均額につき

ましてはですね、９６００円になります。月額

ですね。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 期末のほうは、それ掛

ける何とかっていうやつでよかっですか。 

○人事課長補佐（西村裕昭君） 期末勤勉手当

のほうが、１人平均、期末手当が１万６９００

円程度、勤勉手当が１万６３００円程度で、合

計しますと３万３２００円の引上げというとこ

ろになります。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（髙山正夫君） 今の関連なんですけ

ど、人事院勧告が完全実施されたということで

理解してよろしいんでしょうか。 

○人事課長補佐（西村裕昭君） 人事院勧告ど

おりに引上げを行ったというところでございま

す。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（髙山正夫君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１５７号・令和６年度八代市一般会計

補正予算・第１２号中、当委員会関係分につい

ては、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１４０号・専決処分の報告及びその承

認について（令和６年度八代市一般会計補正予

算・第１０号（関係分）） 

○委員長（中村和美君） 次に、事件議案の審

査に入ります。 

 まず、議案第１４０号・令和６年度八代市一

般会計補正予算・第１０号中、当委員会関係分

に係る専決処分の報告及びその承認についてを

議題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳入等について、財務部から説明

願います。 

○財務部長（松川由美君） それでは、御案内

のありました事件議案でございます。 

 議案第１４０号・専決処分の報告及びその承

認について、内容は、令和６年度八代市一般会

計補正予算・第１０号になりますけれども、そ

のうち、総務委員会関係分について、財務部、

加来次長が説明いたします。よろしくお願いい

たします。 

○財務部次長（加来康弘君） 財務部の加来で

ございます。引き続きよろしくお願いいたしま

す。失礼しまして、着座にて説明させていただ

きます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○財務部次長（加来康弘君） それでは、議案

書の１ページをお願いします。 

 議案第１４０号・専決処分の報告及びその承

認についてでございます。 

 ２ページをお願いします。 

 専決第１４号として、令和６年度八代市一般

会計補正予算・第１０号を専決処分したもので

ございます。 

 飛びまして、５ページをお願いします。 

 第１条の歳入歳出予算の総額でございます

が、歳入歳出それぞれ７００万円を追加し、補
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正後の総額を歳入歳出それぞれ７１４億３３８

０万円としております。 

 それでは、総務委員会付託分について、歳入

のみの説明となりますが、１０ページをお願い

します。 

 ２、歳入、款１１・項１・目１・節１・地方

交付税で７００万円を追加しております。これ

は、９月２１日から２３日にかけて発生した令

和６年奥能登豪雨により被災した石川県珠洲市

の要請に応じ、氷川町と連携し、八代地域農業

協同組合の協力を得て、置き畳を提供するため

の経費に充てたものでございます。この専決処

分につきましては、１１月に入ると、イグサ農

家では定植、畳店では年末の張り替えなどで繁

忙期に入り、置き畳の製造に手が回らなくなる

ことが考えられること、また、現地が厳寒期に

入る前に、できるだけ早く避難生活をされてい

る方々にお届けする必要があったことから、専

決にて予算を確保し、可能な限り速やかに事業

に取りかかることとしたもので、その後１１月

２１日に現地に届けたところでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１４０号・令和６年度八代市一般会計

補正予算・第１０号中、当委員会関係分に係る

専決処分の報告及びその承認については、承認

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は承認されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午前１０時５６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５７分 本会） 

◎議案第１４１号・熊本県市町村総合事務組合

の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更

について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１４１号・熊本県市町村総合事

務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一

部変更についてを議題とし、説明を求めます。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）財産経営課の塩塚でございます。よろしく

お願いいたします。 

 議案第１４１号につきまして、失礼して着座

にて御説明申し上げます。 

 それでは、タブレット端末の議案書１１ペー

ジをお願いいたします。 

 議案第１４１号・熊本県市町村総合事務組合

の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更

について御説明いたします。 

 本件は、本市も構成団体となっております熊

本県市町村総合事務組合におきまして、共同処

理をする事務の一つとなっております交通災害

見舞金に関する事務から、令和７年３月３１日

をもって山鹿市が脱退することになっておりま

す。それに伴い、組合において共同処理する事

務の変更及び規約の一部変更について、地方自

治法第２９０条の規定により、構成団体の同文

議決を求めるものでございます。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 
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○委員（野﨑伸也君） すいません、山鹿市さ

んが抜けられるって話なんですけど、これ、何

で山鹿市さん、抜けられるんですか。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） この事業発足

時に比べましてですね、民間の保険制度が普

及、充実してきているということで、各個人に

おいてですね、保険対応を図られているという

状況にございますために、当該事業を継続する

必要性が希薄になったことから、交通災害事務

から脱退するという判断をされていると伺って

おります。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 八代市の場合はどうな

んですか。 

○財産経営課長（塩塚将朗君） 本市におきま

してはですね、既に加入を脱退をしておるとこ

ろでございます。（委員野﨑伸也君「ああ、そ

うですか」と呼ぶ） 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１４１号・熊本県市町村総合事務組合

の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更

については、可決するに賛成の方の挙手を求め

ます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午前１１時００分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時００分 本会） 

◎議案第１５２号・刑法等の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の

制定について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、条例議案の審査に入ります。 

 議案第１５２号・刑法等の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の

制定についてを議題とし、説明を求めます。 

○文書統計課長（福田裕之君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）文書統計課の福田でございます。よろしく

お願いいたします。失礼して、着座にて説明を

させていただきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○文書統計課長（福田裕之君） 議案第１５２

号・刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う

関係条例の整理に関する条例の制定について御

説明いたします。 

 議案書は２５ページから２８ページにかけて

でございますが、別に配付しております右肩に

令和６年１２月定例会総務委員会資料（文書統

計課）と記載されている資料に沿って御説明い

たします。 

 資料の上段、１制定の趣旨を御覧ください。

この条例の制定の趣旨でございますが、刑法等

の一部を改正する法律により、自由刑のうち懲

役及び禁錮が廃止され、拘禁刑が新たに創設さ

れることに伴い、関係する本市の条例１１本に

ついて、法に準じて規定を整理するものでござ

います。 

 枠囲みしておりますイメージ図により、改正

された刑罰の概要について簡単に御説明いたし

ます。 

 刑法の改正により、左側の青い文字でお示し

しております、刑務作業が義務である懲役と、

刑務作業の義務がない禁錮が廃止され、右側に

赤い文字でお示しをしております拘禁刑が創設

されます。 
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 この新たな刑罰である拘禁刑とは、刑務作業

と指導の組合せにより、受刑者の改善更生及び

再犯防止を図るため、個々の受刑者の特性に応

じ、柔軟な処遇を可能とする刑罰でございま

す。 

 提案をしております条例の具体的な内容でご

ざいますが、資料中ほど、２制定の内容を御覧

ください。 

 御説明しましたように、刑法改正により刑罰

の種類の改正が行われましたことから、（１）

一部改正する条例に記載しております１１本の

条例に含まれる懲役・禁錮の字句を拘禁刑に改

めるものでございます。 

 また、（２）経過措置につきましては、刑法

改正と同様の経過措置を設けるもので、その内

容は主に２点ございます。 

 １点目は、条例改正に罰則の適用などに関す

るもので、刑法改正の施行期日である令和７年

６月１日より前にした行為については、改正前

の刑法の規定である懲役または禁錮を適用する

旨の規定を設けるものです。 

 ２点目は、欠格条項などの人の資格の制限に

関するもので、刑法改正の施行期日である令和

７年６月１日より前に懲役または禁錮に処せら

れた者は、拘禁刑に処せられた者とみなし、改

正前と同様に資格制限の対象とする旨の規定を

設けるものです。 

 なお、条例そのものの内容に変更はございま

せん。 

 施行期日につきましては、刑法等の一部を改

正する法律の施行期日と同日の令和７年６月１

日としております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１５２号・刑法等の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の

制定については、原案のとおり決するに賛成の

方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午前１１時０４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０５分 本会） 

◎議案第１５３号・八代市犯罪被害者等支援条

例の制定について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１５３号・八代市犯罪被害者等

支援条例の制定についてを議題とし、説明を求

めます。 

○市民環境部次長兼人権政策課長（人権啓発セ

ンター所長兼務）（吉井光博君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）市民環境部の吉井でございます。よろし

くお願いいたします。着座にて説明させていた

だきます。 

 それでは、議案第１５３号・八代市犯罪被害

者等支援条例の制定について御説明をさせてい

ただきます。 

 議案書は２９ページからになります。内容の

説明につきましては、配付しております資料、

右肩に人権政策課とあります資料をもちまし

て、説明をさせていただきます。 

 まず、制定の背景と趣旨でございます。平成

１７年に犯罪被害者等基本法が施行され、犯罪
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被害者等の視点に立って施策が講じられてまい

りました。基本法に基づき、これまで第１次か

ら４次にわたる犯罪被害者等基本計画が国にお

いて策定され、これらの計画の下で、犯罪被害

者等のための施策は大きく進展しました。しか

しながら、今もなお犯罪被害者等は、犯罪によ

る直接的な被害と同時に心身の不調や経済的損

失に加え、周囲の憶測による誹謗中傷など二次

被害にも苦しめられるなど、多くの問題を抱え

ており、犯罪被害者等が一日も早く被害から回

復し、社会の中で再び平穏な生活ができるよう

にするためには、国、地方公共団体、関係機関

が連携・協力し、取組の一層の強化が必要とな

っております。本市においても、犯罪被害者等

の支援に関し、基本理念を定め、市及び市民等

の責務を明らかにするとともに、犯罪被害者等

の支援の基本となる事項を定め、犯罪被害者等

の支援を総合的に推進することにより、犯罪被

害者等の権利利益の保護を図り、市民が安心し

て暮らすことができる地域社会を実現するため

に今回条例を提案するものでございます。 

 続きまして、条例の内容について御説明いた

します。第１条から第１５条まであります。 

 議案書の３０ページをお願いいたします。 

 まず、第１条の目的としましては、犯罪被害

者等の支援を総合的に推進することにより、権

利利益の保護を図り、市民が安心して暮らすこ

とができる地域社会を実現することとしており

ます。 

 第２条の定義といたしまして、犯罪等や犯罪

被害者等、その他民間支援団体・二次被害など

の用語の意義を定めております。 

 第３条の基本理念としましては、個人の尊厳

にふさわしい処遇を保障される権利を有するこ

と、犯罪被害者等の支援は、再び平穏な生活を

営むことができるようになるまで途切れなく受

けることができるように行わなければならない

など、４つの基本理念について定めておりま

す。 

 第４条の市の責務としましては、犯罪被害者

等基本法第５条地方公共団体の責務に基づき、

前条の基本理念にのっとり施策を策定し、総合

的に実施することを定めております。 

 第５条の市民等の責務としましては、犯罪被

害者等の支援の必要性について理解を深め、二

次被害を生じさせることがないよう配慮し、施

策に協力するよう努めることについて定めてお

ります。 

 第６条は連携協力について定めております。

犯罪被害者の支援のための施策が円滑に実施さ

れるよう八代警察署や公益社団法人くまもと被

害者支援センターなど関係機関との連携を図り

ます。 

 第７条は相談及び情報の提供について定めて

おります。本市で行っている市民相談や人権相

談。また、第６条にもありますとおり、警察や

公益社団法人くまもと被害者支援センターなど

関係機関と連携し、相談に応じるとともに犯罪

被害者等が望まれる情報の提供や助言を行いま

す。 

 第８条は経済的負担の軽減について定めてお

ります。犯罪被害者等が受けた被害による経済

的負担の軽減を図るため、国、県、市で実施さ

れる経済的な助成に関する情報提供や助言を行

います。 

 第９条は保健医療サービス及び福祉サービス

の提供について定めております。犯罪被害者等

は、犯罪により心身に深刻な影響を受け、日常

生活が困難になることがございます。この状況

に応じて適切なサービスが提供されるよう情報

提供や利用の支援を行います。 

 第１０条は居住の安定について定めておりま

す。自宅で被害に遭った場合や住所を知られて

二次被害や再被害を受けるおそれがある場合な

ど、従前の住居に居住することが困難になり転

居を余儀なくされる場合があります。その際
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に、居住に関する支援制度等について情報の提

供を行うなど支援を行います。 

 第１１条は未成年者への配慮について定めて

おります。犯罪被害者等が未成年者であるとき

は、その者の年齢及び発達の程度に応じて十分

な配慮を行うものとし、プライバシーの配慮は

当然ながら、ヤングテレホンやつしろなど相談

窓口や小中学校に通学している犯罪被害者等の

場合は、教育部局と連携し支援を行います。 

 第１２条は市民等の理解の増進について定め

ております。第５条で市民等の責務を定めてお

りますが、犯罪被害者等の支援の必要性につい

て市民等の理解を深め、並びに二次被害の防止

を図るため、広報活動、啓発活動、その他の必

要な活動を行います。 

 第１３条は民間支援団体の活動の促進につい

て定めております。市が実施する犯罪被害者等

の支援のための施策に係る情報の提供、その他

必要な施策を講じ民間支援団体の活動の促進を

図ってまいります。 

 第１４条は意見の反映について定めておりま

す。犯罪被害者等の意見や犯罪被害者支援セン

ターを通じて犯罪被害者等の意見を把握し、こ

れを犯罪被害者等の支援のための施策に反映す

るよう努めるものとしております。 

 第１５条は委任について定めております。こ

の条例に定めるもののほか、この条例の施行に

関する必要な事項は、市長が別に定めることと

しております。 

 最後に附則といたしまして、施行日の期日を

定めております。公布の日としております。 

 説明につきましては以上でございます。御審

議のほどよろしくお願いします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１５３号・八代市犯罪被害者等支援条

例の制定については、原案のとおり決するに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午前１１時１４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１５分 本会） 

◎議案第１６５号・八代市長等の給与に関する

条例の一部改正について 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１６５号・八代市長等の給与に

関する条例の一部改正についてを議題とし、説

明を求めます。 

○人事課長補佐（西村裕昭君） 人事課、西村

でございます。 

 議案第１６５号・八代市長等の給与に関する

条例の一部改正について御説明させていただき

ます。よろしくお願いいたします。着座にて失

礼いたします。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○人事課長補佐（西村裕昭君） 議案書は５ペ

ージでございます。説明は、右肩に議案第１６

５号関係資料と記載されている資料を使って説

明させていただきます。 

 それでは、資料の１ページをお願いいたしま

す。 

 まず、改正の趣旨でございますが、人事院勧

告に基づく特別職の国家公務員の給与改定に準

じまして、市長、副市長、教育長及び常勤の監

査委員の期末手当の支給月数を改定するために
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必要な条例の改正を行うものでございます。 

 次に、改正の概要を説明させていただきま

す。期末手当の年間支給月数を現行の３.４０

月分から３.４５月分へ０.０５月分引き上げる

ものでございます。引上げは、令和６年度にお

きましては、今月１２月に支給する予定の期末

手当から行い、支給月数は１.７０月から１.７

５月と、改正条例の第１条において規定してお

ります。令和７年度以降におきましては、国に

準じて６月と１２月が均等になるよう支給月数

を１.７２５月とし、改正条例の第２条に規定

をしております。 

 次に、施行期日でございますが、施行期日は

２段階に設定されております。まず、第１条に

規定しております令和６年度の１２月に支給す

る期末手当につきましては、公布の日から施行

し、令和６年１２月１日から適用することとし

ております。また、第２条に規定しております

令和７年度以降に支給する期末手当につきまし

ては、令和７年４月１日からの施行としており

ます。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１６５号・八代市長等の給与に関する

条例の一部改正については、原案のとおり決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１６６号・八代市一般職の職員の給与

に関する条例等の一部改正について 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１６６

号・八代市一般職の職員の給与に関する条例等

の一部改正についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○人事課長補佐（西村裕昭君） それでは、引

き続き、議案第１６６号・八代市一般職の職員

の給与に関する条例等の一部改正について御説

明させていただきます。着座にて失礼いたしま

す。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○人事課長補佐（西村裕昭君） 議案書は７ペ

ージでございます。説明は、右肩に議案第１６

６号関係資料と記載されている資料を使って説

明させていただきます。 

 それでは、資料の１ページをお願いいたしま

す。 

 まず、改正の趣旨でございますが、人事院勧

告に基づく一般職の国家公務員の給与改定に準

じ、一般職の職員等の給料月額及び期末勤勉手

当の支給月数を改定するために必要な条例の改

正を行うものでございます。 

 次に、改正の概要を説明させていただきま

す。まず、（１）八代市一般職の職員の給与に

関する条例の一部改正についてでございます。

これにつきましては、①給料表の改定につきま

しては、国家公務員に適用される給料表の改定

に準じて改正するもので、初任給をはじめ若年

層に重点を置いて給料表全体を引き上げるもの

でございます。平均３.０％の引上げで、対象

職員は１１６６名となります。施行期日につき

ましては、公布の日から施行し、令和６年４月

１日に遡って適用することとしております。 

 ②初任給調整手当の改定につきましては、医

療職給料表の適用を受ける医師に対する初任給
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調整手当を引き上げるもので、現在対象職員は

いませんが、国に準じて改正するものでござい

ます。施行期日につきましては、公布の日から

施行し、令和６年４月１日に遡って適用するこ

ととしております。 

 ③期末勤勉手当の改定につきましては、一般

職員と特定幹部職員の期末勤勉手当の年間支給

月数を現行の４.５０月分から４.６０月分へ

０.１０月分引き上げるものでございます。な

お、再任用職員につきましては、期末勤勉手当

の年間支給月数を現行の２.３５月分から２.４

０月分へ０.０５月分引き上げるものでござい

ます。引上げは、令和６年度におきましては、

今月１２月に支給する予定の期末勤勉手当から

行い、支給月数は、一般職員では期末手当が

１.２２５月から１.２７５月、勤勉手当が１.

０２５月から１.０７５月、特定幹部職員では

期末手当が１.０２５月から１.０７５月、勤勉

手当が１.２２５月から１.２７５月、再任用職

員では期末手当が０.６８７５月から０.７１２

５月、勤勉手当が０.４８７５月から０.５１２

５月と、改正条例の第１条において規定をして

おります。 

 令和７年度以降におきましては、国に準じて

６月と１２月が均等になるよう支給月数を、一

般職員では期末手当は１.２５月、勤勉手当は

１.０５月、特定幹部職員では期末手当は１.０

５月、勤勉手当は１.２５月、再任用職員では

期末手当は０.７０月、勤勉手当は０.５月と、

改正条例の第２条に規定をしております。 

 施行期日につきましては、２段階に設定され

ておりまして、まず、令和６年度の１２月に支

給する期末勤勉手当につきましては、公布の日

から施行し、令和６年４月１日から適用として

おります。また、令和７年度以降に支給する期

末勤勉手当につきましては、令和７年４月１日

からの施行としております。 

 資料の２ページをお願いいたします。 

 次に、（２）の八代市一般職の任期付職員の

採用等に関する条例の一部改正についてでござ

いますが、①特定任期付職員に適用される給料

表の改定につきましては、一般職との均衡を基

本に改定するもので、平均改定率３.０％の引

上げで、対象職員は１名となります。施行期日

につきましては、一般職の職員と同様に公布の

日から施行し、令和６年４月１日に遡って適用

することとしております。 

 ②特定任期付職員に係る期末手当の改定につ

きましては、特定任期付職員の期末手当の年間

支給月数を３.４０月分から３.４５月分へ０.

０５月分引き上げるものでございます。引上げ

は、令和６年度におきましては、今月１２月に

支給する予定の期末手当から行い、支給月数は

１.７０月から１.７５月と、改正条例の第３条

において規定をしております。 

 令和７年度以降におきましては、国に準じて

６月と１２月が均等になるよう支給月数を１.

７２５月とし、改正条例の第４条にて規定して

おります。施行期日につきましては、一般職の

職員と同様に２段階に設定されておりまして、

令和６年度の１２月に支給する期末手当につき

ましては、公布の日から施行し、令和６年４月

１日から適用。令和７年度以降に支給する期末

手当につきましては、令和７年４月１日からの

施行としております。 

 次に、（３）八代市会計年度任用職員の給与

等に関する条例の一部改正についてでございま

すが、①給料表の改定につきましては、会計年

度任用職員の給料表を一般職の職員と均衡を基

本に引き上げるもので、対象職員は５３６名と

なります。施行期日につきましては、公布の日

から施行し、令和６年４月１日に遡って適用す

ることとしております。 

 ②期末勤勉手当の改定につきましては、会計

年度任用職員の年間支給月数を現行の４.５０

月分から４.６０月分へ０.１月分引き上げるも
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のでございます。期末手当は２.４５月分から

２.５０月分へ、勤勉手当は２.０５月から２.

１０月分へ、０.１月分引き上げるものでござ

います。引上げは、令和６年度におきまして

は、今月１２月に支給する予定の期末勤勉手当

から行い、支給月数は、期末手当が１.２２５

月から１.２７５月、勤勉手当が１.０２５月か

ら１.０７５月と改正条例の第５条において規

定をしております。 

 令和７年度以降におきましては、国に準じ

て、６月と１２月が均等になるよう支給月数を

期末手当は１.２５、勤勉手当は１.０５月と、

改正条例の第６条に規定しております。施行期

日につきましては、一般職の職員と同様に２段

階に設定されておりまして、令和６年度の１２

月に支給する期末勤勉手当につきましては、公

布の日から施行し、令和６年４月１日からの適

用、令和７年度以降に支給する期末勤勉手当に

つきましては、令和７年４月１日からの施行と

しております。 

 以上、説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１６６号・八代市一般職の職員の給与

に関する条例等の一部改正については、原案の

とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 小会します。 

（午前１１時２８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２９分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、本委員会に付託となっている請願、陳

情はありませんが、郵送等にて届いております

要望書等につきまして、タブレット端末にて御

確認願います。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会します。 

（午前１１時２９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３０分 本会） 

◎所管事務調査 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 執行部より、行財政の運営に関する諸問題の

調査に関連して３件、発言の申出があっており

ますので、これを許します。 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（令和７年度当初予算編成方針について） 

○委員長（中村和美君） それでは、まず、令

和７年度当初予算編成方針について、説明願い

ます。 

○理事兼財政課長（吉永千寿君） おはようご
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ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）財政課の吉永でございます。 

 それでは、令和７年度の当初予算編成方針の

ほうを策定いたしましたので、その概要につい

て御説明をさせていただきます。失礼して、着

座にて説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○理事兼財政課長（吉永千寿君） 資料のほう

は、総務委員会所管事務調査予算編成方針のフ

ァイルになります。こちらのファイルは、Ａ４

横のタイプで、表紙を含め３ページの構成とな

っております。 

 それでは、２ページのほうをお願いいたしま

す。 

 こちらは令和６年１０月１５日付で、市長か

ら各職員に対しまして、令和７年度予算編成に

向けて、基本的な考え方を示したものでござい

ます。 

 その内容でございますが、まず前段で県内と

本市の情勢を述べております。 

 まず、県内ですけれども、ＴＳＭＣの進出に

より、半導体関連や物流関連企業の集積が進む

中、県南地域の発展振興のため、本市内陸部に

約２５ヘクタールの県営工業団地の整備が予定

されていること。また、本市では、国際クルー

ズ船の寄港増加によるインバウンドは拡大して

きており、令和６年においては２億円以上の経

済効果が見込まれていること。加えまして、ア

ジア最大の物流不動産企業との連携を契機とし

て、民間投資の誘発や物流の販路拡大に向けた

取組を進めるとともに、ＴＳＭＣの本社が所在

する台湾新竹市との友好交流協定の締結によ

り、両市の経済発展と貿易振興につながること

が期待されているということ。このような情勢

の変化を本市発展への好機と捉えまして、これ

らの効果を最大限に得るための方策を検討して

いく必要性を述べております。 

 中段以降につきましては、本市としての、令

和２年７月豪雨からの坂本町の創造的復興をは

じめとした重要となる各種施策に積極的に取り

組んでいかなければならないことを述べており

ますほか、限られた財源の中で、これらを実現

していくために、各職員が取り組むべき予算編

成の考え方について述べております。 

 その詳細につきましては、次の３ページに予

算編成方針のポイントとしてまとめております

ので、そちらで説明をいたします。 

 ３ページ目をお願いいたします。予算編成の

ポイント、大きく２項目示しております。 

 まず、左側１項目めですが、本市の重要施策

の推進として、３点を示しております。 

 １点目が、最優先課題である坂本町の創造的

復興です。復旧・復興に当たっては、引き続き

スピード感を持って推進していくこととしてお

ります。 

 ２点目が、第２期基本計画に定めます重点戦

略の推進です。令和７年度が計画期間の総仕上

げの年であるため、下記に示しております５つ

の重点戦略に掲げる取組を確実に実行していく

こととしております。 

 ３点目が、喫緊の課題への対応です。長引く

物価高騰など社会情勢の変化への対応及び新八

代駅周辺の開発や、県と一体となって取り組む

工業団地整備など、八代の未来を切り拓くため

の施策への対応を図ることとしております。 

 次に、２項目めとしましては、右側、持続可

能な財政運営に向けた取組として２点を示して

おります。 

 １点目が、財政の見通しについてです。ま

ず、市税の動向としまして、一定程度の増加は

見込めるものの、大きな税収増を見込むことは

難しい状況であること。また、物価高騰等の影

響により、歳出の増加が市税の伸びを上回るこ

とが予想されること。さらに、学校トイレ改修

や給食センターなどの大型事業の整備により、

今後も公債費が増加する見込みであることなど
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を示しております。 

 そのような状況から、２点目、メリハリのあ

る予算化の実現のために必要な事項を示してお

ります。本市の重要施策を全力で推進していく

ためには、ゼロベースでの事業の見直しが必要

不可欠であり、各部課かいにおいて、厳格な優

先順位づけによる事業の見直しを実施し、めり

張りのある予算化を実現することとしておりま

す。 

 また、昨年度に引き続き、一部の経費につい

て、一般財源ベースのシーリングを設定し、財

源の調整を図ることとしております。 

 なお、シーリング率は、対象となる部分にお

きまして、令和５年度当初予算における一般財

源ベースの９７％としており、これは、昨年度

のシーリング率である９５％に、物価高騰分と

して２％分を上乗せをして見込んでおります。 

 以上で、予算編成方針についての説明を終わ

ります。よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 本件について、何か

質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） シーリング率について

なんですけれども、説明で、対象となる部分に

対しての９７％というような話だったんですけ

ど、対象にならないものって何なんですか。 

○理事兼財政課長（吉永千寿君） 対象になら

ないものというか、ここに書いておりますとお

り、義務的経費――人件費、扶助費、公債費は

除きます。義務的経費や、あと、数年に１回回

ってくる経費で、ぽんと予算が出てくる、そう

いう経費は除いた部分を対象経費という形にし

ておりますので、経常的な物件費、補助費等、

その辺がシーリングの対象という形でそこを膨

らませないように調整をお願いしますという形

にしております。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） いいですか。ほかは

ありませんか。 

○委員（髙山正夫君） これはちょっと要望も

入るんでしょうけど、このポイントの中でです

ね、財政の見直しで、第１番目の文言でです

ね、一定程度の増加を見込めるものの大きな税

収増を見込むことは難しい状況であるというの

が書いてありますけど、これはもうずっとだと

思うんです、この文言はですね。やっと、何で

すか――税収を生むような工業団地の話もあっ

たりしていますので、その辺りの予算について

はですね、あんまり出し渋りせずにですね、柔

軟に対応していただいて、大きな税収をです

ね、伸びを期待したいと思いますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

○委員長（中村和美君） いいですか。意見

で。 

○委員（髙山正夫君） はい。意見になりま

す。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、喫緊の課

題の対応ということで、物価高騰など社会情勢

の変化への対応というのがあるんですけれど

も、考えられるものとして何がありますか。 

○理事兼財政課長（吉永千寿君） 物価高騰等

でいろんな経費が上がってきておるのは全般的

な話になります。当然、人件費も、最賃アップ

とかあっていますので、人件費も若干上がって

きますが、いろんな指定管理についてもしかり

ですが、委託料系もやっぱり上がってきている

というのが全体的にあります。 

 ただ、大きく物価高騰対策、経済対策とかい

う部分については、今、国のほうで補正予算の

新たな経済対策の議論があっております。そち

らの財源も活用しながらですね、当初予算と毎

年３月補正あたりとリンクしてですね、調整す

る部分もありますので、物価高騰に係る経済対

策でやってきているメニューあたりを取り入れ

ながらやっていきたいということで、今この事

業をやりますというのはちょっとまだ、査定の

中で進めていくということになります。 
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○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で令

和７年度当初予算編成方針についてを終了しま

す。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午前１１時４０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４１分 本会） 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（第２次八代市協働のまちづくり推進計画

（案）について） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、第２次八代市協働のまちづくり推進計

画（案）について説明願います。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） 皆さん、おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）市民活動政策課の長舩でございます。 

 第２次八代市協働のまちづくり推進計画の策

定についての御説明をいたします。説明につき

ましては、失礼ですが、着座にて行います。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） 本日の資料は、第２次八

代市協働のまちづくり推進計画案と新旧対照表

でございます。 

 まずは、計画策定に至るこれまでの経緯でご

ざいますが、本市においては、市民、地域協議

会、事業者、市民活動団体等と協力して、地域

課題の解決に取り組む協働の推進をまちづくり

の方針と位置づけ、令和元年８月に八代市協働

のまちづくり推進条例を施行いたしました。 

 令和３年３月に、条例の理念、また、条例に

示された仕組みの具現化、実効性を確保するこ

とを目的とした八代市協働のまちづくり推進計

画を策定いたしました。 

 策定後は、条例及び計画に基づいて、人材の

育成や組織体制の強化、運営支援など、協働の

まちづくりを推進してきましたが、令和６年度

で５年間の期間満了となります。 

 計画期間満了後も、引き続き、協働のまちづ

くりを推進して、条例に示された仕組みを具現

化の上、実効性を確保する必要があることか

ら、このたび、第２次計画の策定に取り組むこ

とといたしました。第２次の期間は、令和７年

度から令和１１年度まででございます。 

 第２次の計画策定に当たりましては、八代市

協働のまちづくり推進委員会を９月４日に開催

し、計画の推進体制や進捗状況の維持に併せ、

継続した事業等の実施及び検証を行うため、現

行計画の継続を第２次計画の基本的策定方針と

することが決定されました。 

 また、変更、修正等においては、現行計画を

精査の上、第１次策定当時と現状との整合等を

図る範囲の内容とすることとし、必要最小限の

修正を施した計画とすることが適当であるとの

意見が申し添えられました。 

 なお、協働のまちづくりの推進においては、

市の各担当課もそれぞれの推進項目の主体等と

なり、取り組んでいく必要があることから、委

員会終了後から、関係各課はもとより全職員に

対しても、第２次計画の策定に関する意見を求

めたところでございます。 

 それらの意見を現行計画に反映させ作成し

た、第２次八代市協働のまちづくり推進計画案

について、先月の１１月１日に開催された委員

会にて全ての委員から承認を得て策定に至って

おります。 

 それでは、第２次推進計画案の概要でござい

ますが、基本的には、八代市協働のまちづくり

推進条例に基づき、現行の計画を引き継ぐ形と

なっております。 

 ３つの視点であります、社会計画、目的・目

標明確化、マネジメントと計画の柱でありま

す、情報の発信、人材の発掘・育成、地域自治
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の活性化、拠点施設の活用・整備の４本の柱と

して設定し、重点的に推進してまいります。 

 今回の変更点は、計画案本文に朱書きし、詳

細については、別紙、新旧対照表でお示しいた

しております。主なものとしましては、文言や

年度、数値の修正や追記、表紙から全体を通し

て、分かりやすく、見やすく、親しみやすくす

るため、イラストではなく、実際に活動を行っ

ている写真を多く掲載しております。 

 写真につきましては、協働のまちづくりの推

進において、中核を担われている市内２１地域

協議会全ての活動内容を紹介するため、各地域

協議会から御提供いただき、活動の様子として

掲載しております。 

 次に、文面等の変更でございますが、１ペー

ジ上段、はじめにの文面内容を、条例の制定か

ら現行計画及び第２次計画の策定までの流れを

説明する文面に変更しております。 

 １０ページのこれまでの取組では、現行計画

の中で全市的に取り組んできた内容を追加掲載

しております。 

 ２１ページからの資料編では、条例の添付を

はじめ、次期計画の策定を所掌します協働のま

ちづくり推進委員会の活動実績、要領、委員名

簿を更新しております。 

 その他、現行計画を精査の上、現状との整合

を図る観点から、一部文言の修正などを行って

いるところであります。 

 最後に、今後としましては、本計画案は、協

働のまちづくりを推進するとともに、住民自治

による地域づくりを推進するための計画であり

ますことから、広く市民の皆様からも御意見を

いただき、よりよい推進計画として完成させる

ため、１２月中にパブリックコメントを実施す

る予定といたしております。 

 以上、第２次八代市協働のまちづくり推進計

画案の説明といたします。どうぞよろしくお願

いいたします。 

○委員長（中村和美君） 本件について、何か

質疑、意見等はありませんか。 

○委員（山本敬晃君） すいません、４本の柱

の中で、人材の発掘・育成とあるんですけど

も、これは大きな問題だと思うんですけど、こ

の４本の柱に市として取り組むということです

か。市が地域のそういった人材といいますかそ

ういった方を発掘していくっていうことです

か。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） ただいまの山本委員への

お答えですが、これは、協働のまちづくりは、

地域、市、両方ともです。本編でいきますと１

６ページに写真でもお示ししておりますけど

も、地域協議会としては、リーダーを育成する

という研修会、市としましては、市の職員、こ

れは毎年やっておりますけども、全職員を対象

に研修を行っておりますので、市と地域協議会

と両方ともで育成するということでございま

す。 

 以上です。 

○委員（山本敬晃君） 今、育成ということだ

ったんですけど、発掘の件で、結構、今、民生

委員の方とか市政協力員の方とか、やってくれ

る方が見つからないというようなお話もよく聞

くので、その点に関して、例えば、市から何

か、こういう方がいますとかっていう、そうい

う紹介とかって、そういうことをするというこ

とですかね。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） 発掘に関しましては、こ

の研修の中で、どうやったらそういう人材が出

てくるかとか、担い手とかですね、こういうの

を研修の中で盛り込んでありますので、地域は

地域で発掘をする、市は市で職員に研修をする

ことで地域に関わっていこうという意識を持た

せると。地域は地域でいろんな行事ごとがあり

ますので、そのときに声かけをして、誘い合っ
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て集まっていただく。その中から発掘していく

ということであります。 

 以上です。 

○委員（山本敬晃君） その地域の方はです

ね、日頃より知っている方からですね、あな

た、してもらえないかという形でされていると

思うんです。さっき、市の中で言えば、職員の

方へってことは、その市の職員の方に対して、

そういう地域の役割を市として担ってくれって

いうお願いというか、そういうことを促してい

くということでいいんですか。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） 市としてといいますか、

もうあくまでもこれは、地域の活動といいます

のは自らが入っていくものですから、市として

といいますよりも、自分が住んでいる地域で地

域の行事に関わっていくっていう、その意識を

まずもって変えていくということでございま

す。市としてどうこうではないんです。それぞ

れ職員が意識を持っていくということで。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（山本敬晃君） 市として、市の職員の

皆さんに対しては、強制っていったらあれです

けど、何かそういったことをせずに、あくまで

促す程度という形……。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） そうです。はい。今、委

員がおっしゃるとおり、もう本当、意識を持っ

て、自ら関わっていかないとなかなか長続きも

しないというのがありますので、そういうこと

で研修をしております。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（太田広則君） ２８ページに八代市協

働のまちづくり推進委員会の委員の方の名簿が

ございますが、一番下に公募委員という方で２

名名前が載っておりますが、応募はもともと何

名あったのかということ、あと、この２名の方

が、概略でいいんですが、どういった経験のあ

る方なのかなと、ちょっと気になったので教え

てください。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） 応募は４名ありました。

そもそも募集は若干名ということで、ちょっと

４名全ては、ちょっと枠が厳しかったものです

から、この今２名になりまして、大体今回女性

とか若い方、こういった意見を今回取り込もう

ということでして、それで、このお２人に決定

しているというところでございます。 

○委員（太田広則君） 面接か何かされたんで

すか。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） 面接は行っておりませ

ん。 

○委員（太田広則君） 書類だけで。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） はい。書類だけでござい

ます。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（山本敬晃君） その協働のまちづくり

を進める背景として、２番目に厳しい地方行財

政ということで、行政だけが公共サービスを担

っていくのは限界があるということですけど、

それはつまり、今まで行政が担っていた公共サ

ービスを、その分、予算削ってといいますか、

その分を地域の方々で、各地域でやってくれと

いうことでよろしいんですか。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） 今までやってきたことを

減らしてということではなくて、市としては、

できる限り予算の確保をして、今までの継続し

た支援ができるようにということでやっており

ます。 

 ただ、地域、地元からすれば、もっと増額し

てほしいとかですね、意見はありますけども、

そこはお互い、ちょっとやりくりじゃありませ
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んけども、できることをやって、ちょっと余分

なことは減らしてとかですね、そういうお互い

考え合っていきましょうという意味の、１０

０％市のほうからのでやってくださいというの

ではありませんということでございます。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（山本敬晃君） 余分なことっていいま

すか、まちづくりやっていこうという中で、新

しい取組をされたいという、やっぱり出てくる

と思うんですね。その中で、やっぱりどうして

もお金というのはですね、必要になってくるわ

けであって、それは市からのやっぱり支援とい

うのはあるんですよね。そういうのはどういっ

た、何かあるのか。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） すいません、余分なとい

いますか、今まで、もうちょっとこう、配分で

すね。配分の関係を考えるということでちょっ

とすいません、余分と言いましたけども。あと

市の支援としましては、地域協議会への補助金

と、あとその独自でされる未来づくりというこ

とでありますけども、そこは、今、継続して、

引き続き支援を行っております。減らしており

ませんので。そこはそこで、地域のほうでいろ

んな独自の今活動もどんどんされておられま

す。ちょっとコロナでですね、なかなかできな

かった分もあるんですけど、また今再開されて

ですね、各自いろいろオリジナルの活動もされ

ておりますので、それはもう引き続き支援で行

っております。 

 以上です。 

○委員（山本敬晃君） そういう形でいろんな

市からの支援というか補助金だったりされてい

るということですけど、今朝ですね、新聞のほ

うで、熊日新聞で、自治会の補助金の使途明確

化ということで、熊本市が何かですね、事業の

経費の規定の見直しとかされてますけど、そう

いった何か、もちろんある程度ですね、柔軟性

があったほうが私はいいと思っているんですけ

ど、そういった出す補助金に対してのルールと

いうのは、やっぱりもう市としては結構明確に

決められてはいるんですか。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） 今、本市で行っておりま

す補助金は、この活動は行ってくださいという

のと、あとは、いわゆるあんまり会食で、食糧

費だけじゃないですよと、そういうのには使わ

ないよう、対象経費、対象外経費というのはお

示ししてから活用されております。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（太田広則君） 意見ですけども、先ほ

どの公募委員ですね。書類審査だけじゃなくて

最低限の面接をされてですね、決められたほう

がいいかなというふうに思いました。 

○委員長（中村和美君） よろしいですね。 

○委員（山本敬晃君） ちょっと今、もう１個

ちょっと質問があって、地域自治の活性化の中

で、自主財源の確保というところがあるんです

けど、この自主財源を確保する仕組みを構築し

っていうのは、何かどういったことを何か考え

られるんですかね。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） これはもう各地域でいろ

いろ、特産物とかですね、取れるものとか作れ

るものを自分たちで生み出されて、それを販売

されたりとかして、いわゆる、本当、自分たち

で財源を持っておられるということで、それぞ

れの地域で特産のを使っていらっしゃるという

ところでございます。 

○委員（山本敬晃君） それも地域協議会での

そういう物品販売っていう形……。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） そうでございます。（委

員山本敬晃君「分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 
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 ほかはありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で、

第２次八代市協働のまちづくり推進計画（案）

についてを終了します。 

 執行部入れ替わりのため小会します。 

（午前１１時５７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時５８分 本会） 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（八代市市民課窓口業務の民間委託について） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、八代市市民課窓口業務の民間委託につ

いて、説明願います。 

○市民課長（相澤 誠君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）市民課の相澤

でございます。八代市市民課窓口業務委託業務

の民間委託について、失礼しまして、着座にて

御説明をいたします。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○市民課長（相澤 誠君） 資料のほうにつき

ましては、さきに配付させていただきましたも

のについて御説明させていただきます。右肩に

令和６年１２月１２日総務委員会所管事務調査

関係資料・市民環境部市民課と記載してあるも

のとなります。さきの３月定例会の本委員会

で、当初予算を認定いただいたときの説明と重

複することになりますけれども、了承くださ

い。 

 それでは、八代市市民課窓口業務の民間委託

についてでございます。 

 それでは、初めに、１、背景及び目的でござ

います。平成３０年４月に策定いたしました第

三次八代市行財政改革大綱におきましては、効

率的かつ効果的な行政事務の執行や行政資源の

重点的な配分を図るため、積極的に民間のノウ

ハウの導入を進めることとし、いわゆる業務の

アウトソーシングを推進することが主な取組項

目となっております。そのようなことから、今

回、市民課窓口業務の一部を民間事業者に委託

することにより、民間事業者の専門的知識と創

意工夫を最大限に活用し、市民サービスの充実

と効率的な業務運営の実現を図っていきたいと

考えております。 

 次に、受託事業者でございますが、キャリア

リンク株式会社でございまして、本社は東京都

にございます。総合人材サービスの事業を行っ

ており、本社と支店等の拠点が全国に２９拠

点、各拠点を統括するＢＰＯセンターが７拠点

あります。同会社の類似業務の実績といたしま

しては、下のほうに記載しておりますが、九州

では福岡県の大牟田市、熊本市がございます。 

 続きまして、２ページをお願いいたします。 

 今回、業者の選定につきましては、公募型の

プロポーザル方式を採用し、選定委員会で審査

を行い、４者の応募があった中から選定をして

おります。 

 委託期間は令和７年１月１日から３年間とな

ります。最初の窓口開始は年明けの１月６日と

いうことになります。 

 契約額につきましては、３年間の総額で２億

４４１７万１４００円となります。 

 次に、委託業務の主な内容ですが、下にポツ

で表示をしております業務となりますが、最終

的な審査や決定は市民課の職員が行います。下

の米印のところに記載しておりますが、受付方

法や手数料はこれまでとは変わりありません。

また、市民課の業務としまして、戸籍届とマイ

ナンバーカードに関する業務がありますが、こ

れにつきましては、今回、窓口委託は行わず、

これまでどおり市民課職員で行います。なお、

受託事業者は統一した名札と制服を着用し、市

職員と明確に区別をいたします。 

 次に、今回の委託による新たな取組といたし

まして、下にイラストで記載をしております

が、１つ目に、キオスク端末を本庁１階の証明
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書発行窓口に設置します。こちらは、受託者の

独自提案により設置するものです。市内のコン

ビニに設置してあるものと同じものとなり、マ

イナンバーカードを利用して各種証明書をコン

ビニと同じように取得できることから、まず

は、市役所で操作に慣れていただき、次回から

は市役所に来られることなく、御自宅の近くの

コンビニ等で安く便利に利用してもらうことを

目的として設置するものでございます。また、

証明書発行窓口で順番を待たれる必要もなくな

りますので、窓口の混雑緩和、待ち時間短縮な

ど、市民サービスの向上に寄与するものと思っ

ております。 

 ２つ目に、ＱＲ事前申請システムの導入でご

ざいます。こちらも受託者の独自提案で導入す

るものですが、来庁前にスマートフォンやパソ

コンで入力した申請内容をＱＲコード化しまし

て、窓口のシステムにそのＱＲをかざしていた

だくことで申請書を印刷できるシステムを導入

するもので、いわゆる、書かない窓口として手

続がスムーズに進むことに寄与するものでござ

います。 

 次に、３ページをお願いします。 

 ３つ目としまして、デジタルサイネージの設

置です。こちらも受託者の独自提案ですが、本

庁舎１階の北側と南側の玄関付近に１台ずつ計

２台設置するもので、分かりやすい窓口案内に

寄与するものでございます。 

 最後に４つ目のフロアマネジャーの配置です

が、こちらは委託業務として新たに取り組むも

のですが、本庁舎１階の証明発行窓口前と市民

課窓口前にお１人ずつ、合計２名で来庁者の要

件に応じた手続案内や記載の補助を行うもの

で、市民に寄り添った正確、丁寧な案内、窓口

状況の適切な把握や動線の円滑化に寄与するも

のと思っております。 

 最後に、今回窓口業務を委託することにより

期待される効果ですが、まず１つ目に、市民サ

ービスの充実といたしまして、受託事業者は多

様な雇用形態により従業者数を変動できるた

め、繁忙期等に応じて柔軟に人員を配置するこ

とができ、来庁者の待ち時間短縮につながるも

のと思っております。また、フロアマネジャー

の配置により、来庁者に対する丁寧な対応が可

能となります。そして、先ほど受託者からの独

自提案を御説明しましたが、ＩＣＴなどを活用

した新たな取組の導入などの業務改善も図れる

ということになります。 

 ２つ目の効率的な業務運営といたしまして

は、今回窓口を民間に委託することによりまし

て、市職員が実施すべき業務に専念できる環境

が整備され、開庁時間内における職員の業務効

率の向上が図れ、ひいては、ワーク・ライフ・

バランスにも寄与することができるというふう

に考えております。さらには、今回の委託によ

り生み出した人員をですね、本市の新たな喫緊

の課題に配置することで、市役所全体として人

的資源の効率的な活用を図ることができると考

えます。 

 年明け１月６日の業務開始に向けまして、市

民課職員と受託者で連携しながら、委託業務の

把握や業務手順等のマニュアル作成、提案事業

に係るシステム整備に係る協議などを進めてま

いりました。今後も、より高い市民サービスを

提供できるよう、また、スムーズな委託業務が

開始できるよう、引き続き準備を進めてまいり

たいと思っております。 

 以上、長くなりましたが、八代市市民課窓口

業務の民間委託についての説明を終わります。

よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 何か質疑、御意見等

はありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） この委託することによ

って何名の方がここからいなくなるんですか。 

○市民課長（相澤 誠君） 今現在１６名、会

計年度任用職員がいらっしゃいますけれども、
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その方全員が一応この会社のほうに転籍をされ

るということでお話を伺っております。いろい

ろ要望を聞いていただけたのかなと思っており

ます。 

 追加でですね、会社のほうから８名ほど新規

で職員を採用されますので、２４名と、業務責

任者が１人、会社のほうから来られますので、

合わせて２５名でこの業務を行っていただくと

いうことになります。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。以前、

たしか説明いただいたかなというふうに思うの

が、ちょっと具現化されたのかなというふうに

思うんですけれども、費用対効果というのがち

ょっといまいち分かりにくいなと思うんです

よ。例えば、民間で言えばですよ、リストラな

んですよね、ある意味。リストラとなると、人

件費というのがやっぱり丸々なくなっていくと

いうことで、業績につながっていくということ

になるんですけれども、こちらはプラスでお金

を払うというような話なんですよね。費用対効

果というのはいまいちよく分からないんですけ

れども……。 

○市民課長（相澤 誠君） 費用対効果という

か、削減効果ということでですね、委託料を生

み出すためにも、まず、職員が今まで窓口に従

事していた分をですね、やはりそれは従事しな

くていいということになりますものですから、

今後３年間ぐらいをかけて、一応、５名程度減

らせればなというように考えております。そこ

ら辺の人件費と併せて会計年度任用職員は先ほ

ど申しました１６人が全員転籍しますので、そ

の分の給料報酬というか、そちらのほうは必要

なくなりますので、プラス時間外手当もやっぱ

りいろいろ職員が窓口に出ることによって、本

来、夕方に時間外で作業をしたりとかいうのも

ございましたので、そこら辺が解消できるとい

うことで、そこら辺の時間外手当の削減、そこ

ら辺を見込んでですね、市民課だけでの経費面

での効果なんですが、委託期間の３年間では約

１０００万の経費削減となる見込みでございま

す。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

 ほかはありませんか。 

○委員（百田 隆君） ただいまの説明でです

ね、メリットは大体分かったんですけど、民間

委託ということになると、情報漏えいとかそう

いうところについてのどんな対策を取っておら

れるのか。その辺りをお聞かせください。 

○市民課長（相澤 誠君） 業者をですね、選

定しますときに、参加資格ということで、条件

をつけておりまして、プライバシーマークとい

うか、情報セキュリティーのマネジメントシス

テムとかですね、そういった認証を取得してい

ることといったような条件をつけて、プロポー

ザルに参加できるということに条件をつけてお

りますので、そういったところをクリアした業

者さんに提案をいただいております。さらに

は、当然ですが、研修も行われますので、随

時、個人情報、市民課は特に個人情報を持って

おりますので、そこら辺には注意していただく

ような、こちらからもお願いしながら、業者と

しても何回も研修を繰り返してされているとい

うことになります。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（百田 隆君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（髙山正夫君） 私はですね、要は窓口

でしょう。やっぱり市の一番の顔になるわけで

すよ。だから、もうこういったのに私は費用対

効果とかそういうのは全く考えないんですけ

ど、今、百田委員が言われた守秘義務とかです

ね、それと市民に対する応対、そういったの

で、市民は窓口に来た場合は市の職員と思いま

すので、その辺りがどうかなと一番心配すると
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ころはそこなんです。市の人材派遣でどれだけ

スキルを持ってられるのかですね、そういった

ところも心配ですし、やはり当面は職員さんの

ほうで、業務の状況なり、それがどうなのかと

いうのは監視されたほうがいいのかなという気

はするんですけど、いかがでしょう。 

○市民課長（相澤 誠君） ありがとうござい

ます。もうおっしゃったとおりですね、やっぱ

り市民サービスが低下することがないようです

ね、より丁寧に接遇面も当然研修もされます

し、いろんなところを県内視察もさせていただ

きまして、やはり対応はよくなったというよう

なことのほうも聞いておりますので、そこら辺

は業者さんと一緒にですね、接遇面は注意しな

がら行っていきたいというふうに考えておりま

す。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） 業者選定で４者から応

募はあったという話なんですけれども、価格的

なところで選ばれたのか、ここが選定されたの

かどうかというのは。よそのところと比較して

どうだったのかというのは。 

○市民課長（相澤 誠君） 価格に対してはで

すね、予定価格というのは一応掲げておりまし

て、それ以外の評価、８項目ほど評価をです

ね、市民課業務にちょっと特化した評価なんで

すけれども、そこら辺のところを、当然価格も

１項目入れておりますが、それが主を占めてい

るかというとそうじゃなくって、順番的には、

まずは委託業務に生かすことができる知識とか

ですね、ノウハウ、実績、そこら辺が一番重視

しております。安定した人材確保、そこら辺も

していただかんといけないと。先ほどありまし

た研修体制とか個人情報保護の対策に取組が十

分であるかとか、あと、独自の創意工夫の提案

があるかとかいったことを合わせてですね、８

項目、委託料もそうなんですけれども、総合的

に点数をつけております。今回、キャリアリン

クのほうは、１０００点満点のうちの８６４点

と。要するに一番トップだったということにな

っております。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（谷川 登君） 先ほど、髙山委員から

ですね、窓口は本当に顔になりますので、先ほ

どお話の中でちょっと聞いておりませんでした

が、ちょっと聞こえなかったんですが、やはり

職員とですね、制服着用を区別して、明確にし

て、市民サービス――窓口業務を、対応してい

ただければなというふうに思います。市民の方

が職員と思われるような状況になりますので、

その辺を確実にしていただければなと思いま

す。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） 意見ですか。 

○委員（谷川 登君） 意見です。 

○委員長（中村和美君） 答弁は。 

○委員（谷川 登君） いいです。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

 ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で八

代市市民課窓口業務の民間委託についてを終了

します。 

 小会します。 

（午後０時１４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時１５分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で所管事務調査

２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい
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てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 最後に、本委員会の管外行政視察について協

議のため、小会いたします。 

（午後０時１６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時１８分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 それでは、本委員会の派遣承認要求の件につ

いてお諮りいたします。 

 本委員会は、令和７年１月７日から９日まで

の３日間、長野県長野市、栃木県鹿沼市、栃木

県宇都宮市へ、行財政の運営に関する諸問題の

調査のため、管外行政視察を行うこととし、議

長宛て派遣承認要求の手続を取らせていただき

たいと思いますが、これに御異議ありません

か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって総務委員会を散会いたします。 

（午後０時１９分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和６年１２月１２日 

総務委員会 

委 員 長 
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